
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

▽
こ
巻
一
「
要
害
は
問
に
あ
は
ぬ
町
人
の
城
廓
」
を
中
心
に

王

一

　ｌ．

ノペ

欣

間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
が
、
『
本
朝
三
国
志
』
の
小
西
弥
十
郎
と
類

は
じ
め
に

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
出
版
さ
れ
た
上
田
秋
成
の
浮
世
草
子
『
諸
道
聴
耳

世
間
娠
』
（
以
下
、
『
世
間
狙
』
と
略
称
）
は
短
篇
十
五
話
か
ら
な
る
。

　
そ
の
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
「
要
害
は
間
に
あ
は
ぬ
町
人
の
城
廓
」
の
小
西

三
十
郎
の
人
物
造
形
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
先
行
浮
世
草
子
作
品
や
中

国
の
白
話
小
説
、
モ
デ
ル
と
し
て
の
実
在
の
人
物
、
演
劇
作
品
と
関
連
付
け
な

が
ら
、
研
究
が
行
わ
れ
て
い
旭
。
ま
た
、
神
楽
岡
幼
子
氏
が
「
『
諸
道
聴
耳
世

間
狙
』
の
挿
お
」
で
挿
絵
を
手
掛
り
に
し
、
小
西
三
十
郎
と
『
夏
祭
浪
花
鑑
』

の
団
七
と
の
類
似
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
▽
に

関
す
る
検
討
は
、
今
だ
充
分
と
は
言
い
が
た
い
。
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
物

語
の
展
開
に
関
し
て
、
依
然
と
し
て
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
商
売
に
無
関
心
で
、
軍
学
を
好
む
と
い
う
特
徴
に
お
い
て
、
『
世

似
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
紐
。
『
世

開
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
と
『
本
朝
三
国
志
』
の
小
西
弥
十
郎
と
の
共

通
点
は
、
商
売
嫌
い
、
武
芸
好
み
だ
け
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
「
中
村
吉
右
衛

門
」
、
「
富
十
郎
」
、
「
お
初
徳
兵
衛
」
と
い
う
よ
う
な
演
劇
と
関
連
あ
る
人
物
の

名
前
は
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
物
語
の
展
開
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
右
記
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
、
『
世
間
狙
』
　
一

之
巻
一
と
演
劇
作
品
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

『
上
田
秋
成
全
集
　
第
七
氷
』
の
解
題
に
よ
っ
て
、
『
世
間
狙
』
は
明
和
元
年

十
一
月
ま
で
に
脱
稿
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
高
田
衛
氏
の
『
上
田
秋
成
年
譜
考

旅
』
に
よ
る
と
、
上
田
秋
成
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
大
坂
で
生
ま
れ
、

明
和
元
年
十
一
月
ま
で
コ
茨
も
江
戸
に
下
っ
た
こ
と
が
な
く
、
主
な
生
活
拠
点



が
上
方
に
集
中
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
と
演
劇
作
品
と
の
関

連
性
を
指
摘
し
た
先
行
研
究
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
『
世
間
狙
』
の
開
板
願

書
が
出
さ
れ
た
時
期
明
和
元
年
十
一
月
ま
で
に
、
上
方
で
上
演
さ
れ
た
演
劇
作

品
に
注
目
し
て
考
察
を
加
え
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
物
語
の
展
開
を
中
心

に
、
小
西
三
十
郎
の
造
形
に
お
け
る
演
劇
作
品
か
ら
の
影
響
を
検
討
し
、
『
世

間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
と
演
劇
作
品
と
の
関
連
性
を
究
明
し
た
い
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
、
小
西
三
十
郎
が
後
悔
を
覚
え
、
山
本
勘
六
を
訪
ね
る
た

め
に
西
国
へ
行
く
と
い
う
こ
と
を
境
に
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
内
容
を
前

半
部
分
と
後
半
部
分
に
分
け
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。

一

▽
こ
巻
一
の
前
半
部
分

　
『
義
太
夫
年
表
』
と
『
歌
舞
伎
年
表
』
に
よ
れ
ば
、
明
和
元
年
十
▽
月
ま
で

に
上
方
で
上
演
さ
れ
た
、
小
西
三
十
郎
の
名
前
と
類
似
す
る
小
西
弥
十
郎
、
小

西
弥
源
太
を
は
じ
め
と
す
る
小
西
一
族
の
人
物
が
登
場
す
る
演
劇
作
品
は
、
浄

瑠
璃
『
本
朝
三
国
志
』
、
『
傾
城
枕
軍
談
』
、
『
山
城
の
国
畜
生
塚
』
と
歌
舞
伎

『
仮
名
草
紙
国
性
爺
実
録
』
、
『
傾
城
勝
尾
寺
』
で
あ
る
。
た
だ
し
、
小
西
弥
十

郎
の
町
人
時
代
を
描
い
た
作
品
は
浄
瑠
璃
『
本
朝
三
国
志
』
だ
け
で
あ
飴
。
そ

れ
に
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
の
商
売
に
無
関
心
で
、
軍
学
を

好
む
と
い
う
特
徴
が
、
『
本
朝
三
国
志
』
の
小
西
弥
十
郎
と
類
似
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

と
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
と
『
本
朝
三
国
志
』
の

小
西
弥
十
郎
と
の
類
似
点
は
武
芸
好
み
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
常
に
意
見
を
言

う
友
人
の
存
在
も
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
西
三
十
郎
も
小
西
弥
十
郎
も

最
初
は
友
人
の
意
見
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
が
、
挫
折
し
て
か
ら
、
や
っ
と
友

人
の
意
見
の
親
切
さ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。

さ
て
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
づ
の
前
半
部
分
の
物
語
の
展
開
は
表
１
に
示
し

た
通
り
で
あ
る
。

　
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
に
、
小
西
三
十
郎
が
戎
嶋
へ
行
っ
て
、
宣
（
直
ぐ
な
針

で
釣
り
を
し
な
が
ら
、
大
名
が
召
抱
え
に
来
る
こ
と
を
待
っ
て
い
る
う
ち
に
、

薬
種
問
屋
が
潰
れ
、
小
西
三
十
郎
が
堺
か
ら
大
坂
へ
行
っ
て
、
小
間
物
の
担
い

売
り
に
な
る
と
い
う
設
定
が
あ
る
。
こ
こ
の
「
真
直
な
針
」
に
関
し
て
、
森
山

重
雄
氏
は
こ
れ
が
太
公
望
の
故
事
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
旭
。
太

公
望
の
故
事
は
『
史
記
』
だ
け
で
な
く
、
『
封
神
演
義
』
で
も
、
『
通
俗
武
王
軍

【
表
１
】

『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
前
半
部
分
の
構
成

展物

開語

　　の

軍売小

学に西

を鉦ご

　jゝゝゝJ好関十

化

ら郎

　　では

　　滴

牡こ昌な嶋中

　は明針のし
　来たで波｀
1一大釣

ワ心｜る名一
七

な間乳を小薬

る物母立西種
゜の゜退三問

　担をて十屋

　い頼゛郎が
　売り大は潰

　りに坂．れ

　に小の堺だ



　
　
　
　
　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

談
』
で
も
見
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
太
公
望
の
故
事
の
「
滑
水
」
が
、
『
世
間
狙
』

▽
こ
巻
一
で
「
戎
嶋
」
に
変
え
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
置
き
換
え
に
関

し
て
、
前
掲
の
神
楽
岡
氏
の
論
文
で
、
こ
の
設
定
が
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
一
寸

徳
兵
衛
が
堺
戎
嶋
で
団
七
の
女
房
お
梶
に
雇
わ
れ
る
設
定
を
意
識
し
た
も
の
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
で
、
小
西

三
十
郎
が
戎
嶋
へ
釣
り
に
行
く
目
的
は
、
「
目
の
明
か
大
名
が
か
ゝ
へ
に
は
来
」

る
こ
と
を
待
つ
の
で
あ
る
が
、
『
夏
祭
浪
花
影
』
の
団
七
の
女
房
は
身
分
か
ら

見
れ
ば
、
『
世
間
狙
』
　
丁
こ
巻
一
の
「
大
名
」
と
は
違
う
。

　
そ
の
他
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
一
段
目
に
は
、
戎
嶋
で
団
七
の
女
房
お
梶
に

雇
わ
れ
た
一
寸
徳
兵
衛
が
、
玉
嶋
兵
太
夫
の
息
子
磯
之
丞
を
家
に
帰
ら
せ
る
た

め
、
自
分
の
没
落
談
を
話
す
場
面
が
あ
る
。
一
寸
徳
兵
衛
の
没
落
談
に
よ
れ
ば
、

一
寸
徳
兵
衛
は
も
と
も
と
太
物
問
屋
の
息
子
で
あ
っ
た
。
四
十
歳
を
過
ぎ
て
一

寸
徳
兵
衛
を
生
ん
だ
親
は
、
一
寸
徳
兵
衛
に
謡
や
舞
、
茶
の
湯
を
習
わ
せ
た
も

の
の
、
商
売
に
ま
っ
た
く
参
与
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
『
世
間
狙
』

▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
は
「
商
売
の
か
け
引
は
手
代
共
が
い
ま
す
れ
ば
。
拙

者
が
仕
る
に
お
よ
ば
」
な
い
と
考
え
、
商
売
に
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
商
売
に
関
心
が
な
い
理
由
に
お
い
て
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
一
寸
徳
兵
衛

は
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
と
異
な
る
。

　
以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
で
一
寸
徳
兵
衛
を
雇
う
団
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

の
女
房
お
梶
は
身
分
か
ら
見
れ
ば
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
で
小
西
三
十
郎
が

待
っ
て
い
る
「
大
名
」
と
合
致
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
、
商
売
に
関
心
が
な
い

理
由
に
お
い
て
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
一
寸
徳
兵
衛
は
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一

の
小
西
三
十
郎
と
一
致
し
な
い
。
故
に
、
「
戎
嶋
」
で
雇
わ
れ
る
と
い
う
共
通

点
の
ほ
か
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
一
寸
徳
兵
衛
が
堺
戎
嶋
で
団
七
の
女
房
お
梶

に
雇
わ
れ
る
と
い
う
設
定
は
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
が
戎
嶋

へ
釣
り
に
行
っ
て
、
大
名
が
召
抱
え
に
来
る
こ
と
を
待
つ
と
い
う
場
面
と
関
連

性
を
持
っ
て
い
な
い
。

　
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
物
語
の
展
開
か
ら
見
れ
ば
、
「
戎
嶋
へ
釣
り
に
行

く
」
と
い
う
場
面
は
、
前
の
場
面
を
受
け
て
後
の
場
面
を
展
開
し
て
い
く
と
い

う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
西
三
十
郎
が
「
戎
嶋
へ
釣
り
に
行

く
」
と
い
う
場
面
の
後
の
場
面
は
、
小
西
三
十
郎
が
堺
か
ら
大
坂
へ
行
っ
て
小

間
物
の
担
い
売
り
に
な
る
場
面
で
あ
る
。
前
掲
の
神
楽
岡
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、

堺
か
ら
大
坂
へ
行
く
小
西
三
十
郎
の
人
物
造
形
は
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
団
七

か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三

十
郎
が
「
戎
嶋
へ
釣
り
に
行
く
」
と
い
う
場
面
も
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
か
ら
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
で
「
戎
嶋
」
は
「
戎

嶋
の
お
鯛
茶
屋
」
を
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
で
、
「
戎
嶋
の

お
鯛
茶
屋
」
は
、
「
玉
嶋
兵
太
夫
殿
子
息
。
同
名
磯
之
丞
殿
。
明
暮
是
に
居
」

り
、
「
傾
城
あ
つ
め
て
ど
ら
打
」
つ
場
所
で
あ
仙
。
即
ち
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
で
、



「
戎
嶋
」
は
傾
城
が
い
る
色
茶
屋
を
暗
示
し
て
い
る
。
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
が
、

『
夏
祭
浪
花
鑑
』
か
ら
影
響
を
受
け
、
▽
こ
巻
一
の
「
戎
嶋
」
も
、
「
傾
城
が
い

る
色
茶
屋
」
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
は
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
『
本
朝
三
国
志
』

で
、
小
西
弥
十
郎
は
小
磯
が
い
る
揚
屋
高
島
屋
に
通
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も

「
色
茶
屋
」
が
登
場
し
て
い
る
。

　
『
本
朝
三
国
志
』
の
四
段
目
に
お
い
て
、
小
磯
が
い
る
揚
屋
で
、
小
西
弥
十

郎
は
加
藤
正
清
に
刀
を
渡
さ
れ
、
召
抱
え
ら
れ
る
。
『
本
朝
三
国
志
』
で
、
加

藤
正
清
は
大
名
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻

一
の
小
西
三
十
郎
が
「
倦
む
日
は
い
つ
も
戎
嶋
の
波
濤
へ
出
て
真
直
な
針
で
釣

を
た
れ
。
此
針
に
魚
の
か
か
る
時
こ
そ
目
の
明
か
大
名
が
か
ゝ
へ
に
は
」
来
る

こ
と
を
待
つ
と
い
う
場
面
が
、
『
本
朝
三
国
志
』
の
小
西
弥
十
郎
が
小
磯
の
い

る
揚
屋
で
大
名
加
藤
正
清
に
召
抱
え
ら
れ
る
と
い
う
設
定
を
意
識
し
て
い
る
も

の
だ
と
認
め
ら
れ
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
前
半
部
分
で
、
小
西
三
十
郎

が
真
直
ぐ
な
針
で
釣
り
を
す
る
場
面
は
太
公
望
の
故
事
と
類
似
し
て
い
る
が
、

「
戎
嶋
」
、
「
大
名
に
召
抱
え
ら
れ
る
」
と
い
う
設
定
を
考
え
れ
ば
、
小
西
三
十

郎
の
「
戎
嶋
へ
釣
り
に
行
く
」
と
い
う
場
面
は
、
太
公
望
の
故
事
だ
け
で
な
く
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
浄
瑠
璃
『
本
朝
三
国
志
』
の
小
西
弥
十
郎
が
揚
屋
高
島
屋

で
大
名
加
藤
正
清
に
召
抱
え
ら
れ
る
と
い
う
設
定
と
も
関
連
し
て
い
る
と
言
え

　
　
　
　
　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

一

一

▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分

　
前
掲
の
神
楽
岡
氏
の
論
文
に
よ
る
と
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分

の
展
開
が
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
四
段
目
の
清
七
が
田
舎
侍
と
傅
八
に
馴
さ
れ
る

展
開
と
類
似
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
小
西
三
十
郎
と
山
本
勘
六
は
友
人
で
あ
る
が
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』

の
清
七
と
傅
八
は
親
し
く
も
な
い
、
同
じ
道
具
屋
で
働
い
て
い
る
ご
く
普
通
の

同
僚
で
あ
る
。
小
西
三
十
郎
は
自
分
の
生
活
上
の
困
難
を
解
決
す
る
た
め
山
本

勘
六
に
助
け
を
頼
む
の
に
対
し
、
清
七
は
傅
八
ら
が
作
っ
た
罠
に
陥
り
、
た
だ

自
分
の
面
目
を
立
て
る
た
め
、
傅
八
が
貸
し
て
く
れ
る
五
十
両
を
受
け
取
る
。

つ
ま
り
、
人
物
関
係
や
事
件
の
起
因
に
お
い
て
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後

半
部
分
は
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
四
段
目
と
完
全
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

　
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
の
小
西
三
十
郎
が
友
人
の
山
本
勘
六
に

馴
さ
れ
る
場
面
は
、
読
み
手
に
『
曽
根
崎
心
中
』
の
物
語
の
展
開
を
想
起
さ
せ

る
。
し
か
し
、
『
曽
根
崎
心
仏
』
と
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
に
お
い
て
は
、
登

場
人
物
同
士
の
立
場
が
異
な
る
。
『
曽
根
崎
心
中
』
で
、
徳
兵
衛
は
継
母
か
ら

結
納
金
を
取
り
返
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
金
が
要
る
と
い
う
友
人
九
平
次
に
三

日
限
り
の
約
束
で
そ
の
金
を
貸
し
た
と
い
う
場
面
が
見
ら
れ
る
。
徳
兵
衛
は
友

人
九
平
次
を
助
け
る
た
め
、
九
平
次
に
お
金
を
貸
す
。
一
方
、
『
世
間
狙
』
　
一

之
巻
一
で
、
小
西
三
十
郎
は
友
人
山
本
勘
六
に
助
け
ら
れ
、
商
売
を
再
開
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
　
　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

即
ち
、
『
曽
根
崎
心
中
』
の
徳
兵
衛
は
友
人
を
助
け
る
立
場
で
あ
る
が
、
『
世
間

狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
は
友
人
に
助
け
ら
れ
る
立
場
で
あ
る
。
『
曽
根

崎
心
中
』
の
徳
兵
衛
の
立
場
は
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
の
立
場

と
一
致
し
な
い
。

　
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
Ｔ
に
、
小
西
三
十
郎
は
女
中
た
ち
に
「
ち
と
富
十
郎
が

お
初
徳
兵
衛
を
し
て
見
せ
さ
し
や
れ
と
、
せ
が
ま
れ
て
天
窓
を
か
」
く
場
面
が

あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
歌
舞
伎
役
者
「
富
十
郎
」
が
「
お
初
徳
兵

衛
」
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
歌
舞
伎
年
表
』
と
『
歌
舞
伎
評

判
記
集
成
』
に
よ
れ
ば
、
中
村
富
十
郎
が
お
初
を
演
じ
た
歌
舞
伎
『
女
夫
星
浮

名
天
神
』
は
、
明
和
元
年
十
一
月
ま
で
に
上
方
で
二
回
上
演
さ
れ
た
。
最
初
は

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
十
一
月
二
十
二
日
よ
り
大
坂
岩
井
座
で
上
演
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
口
八
月
十
四
日
に
大
坂
中
山
文
七
座
で
上

演
さ
れ
た
。

　
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
の
台
本
は
現
存
し
な
い
が
、
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』

か
ら
そ
の
内
容
の
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
正
月
の

『
役
者
年
越
草
』
に
、
「
徳
兵
衛
は
元
ン
来
武
士
の
種
に
て
。
故
有
て
町
人
と
成
。

其
上
お
は
つ
と
い
へ
る
女
良
に
な
づ
み
。
金
に
手
づ
ま
り
。
預
り
の
日
蓮
の
ま

ん
だ
ら
は
す
り
か
へ
ら
れ
」
る
と
い
う
内
容
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
元
文
三
年

（
一
七
三
八
）
三
月
の
『
役
者
紋
楊
謝
』
に
、
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
の
上
演
内

容
に
関
す
る
よ
り
詳
し
い
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
元
文
三
年
三
月
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

版
さ
れ
た
『
役
者
紋
楊
謝
』
で
の
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
に
登
場
し
た
各
役
者

へ
の
評
判
を
整
理
し
、
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
の
主
な
登
場
人
物
を
『
曽
根
崎

心
中
』
、
『
曽
根
崎
模
様
』
と
比
較
す
る
内
容
を
表
２
、
表
３
に
ま
と
め
る
。

　
表
２
、
表
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
の
主
な
登
場
人
物

は
、
お
は
つ
徳
兵
衛
の
周
囲
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
お
は
つ
の
兄
傅
右
衛
門
、

徳
兵
衛
の
兄
重
助
か
登
場
し
、
松
田
幸
右
衛
門
が
九
平
次
と
共
に
敵
役
と
な
り
、

重
助
と
幸
右
衛
門
は
と
も
に
播
磨
の
家
中
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
御
家
騒
動
の
内
容
と
結
び
付
け
ら
れ
る
。
土
田
衛
氏
の
『
考
証
几
禄
歌

舞
伎
－
様
式
と
展
開
－
』
で
は
、
観
音
廻
り
以
下
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
に
お

い
て
設
定
さ
れ
た
殆
ど
の
内
容
が
、
宝
暦
十
一
年
五
月
の
豊
竹
座
の
『
曽
根
崎

模
様
』
に
含
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
い
。
そ
の
上
、
表
２
、
表
３
に
示

し
た
お
初
徳
兵
衛
と
関
連
あ
る
登
場
人
物
か
ら
見
れ
ば
、
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』

の
配
役
は
『
曽
根
崎
模
様
』
の
配
役
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

『
曽
根
崎
模
‰
』
の
生
玉
の
段
で
、
徳
兵
衛
が
九
平
次
に
馴
さ
れ
る
内
容
の

展
開
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
　
伯
父
に
拵
料
三
拾
両
を
返
す
た
め
、
徳
兵
衛
は
友
人
九
平
次
に
質
物
と

　
　
し
て
掛
物
渡
唐
の
天
神
を
預
け
、
金
三
拾
両
を
借
り
る
。

　
②
　
掛
物
渡
唐
の
天
神
を
急
い
で
お
初
の
兄
三
ぶ
六
に
渡
す
た
め
、
徳
兵
衛

　
　
は
九
平
次
か
ら
掛
物
渡
唐
の
天
神
を
取
り
戻
す
。
徳
兵
衛
は
掛
物
の
代
わ

　
　
り
に
九
平
次
に
返
す
べ
き
お
金
が
な
い
の
で
、
金
証
文
を
書
き
、
九
平
次



【
表
２
】
　
徳
兵
衛
と
関
連
す
る
登
場
人
物

油　　　　　　　　　　　平徳　叔　　　平衛平
屋　　　　　　　　　　　野兵　父　　　野の野。

九　　　　　　　　　　屋衛　の　　　屋叔屋曽平　　　　　　　　　　のの　内　　　醤父の根

次　　　　　　　　　　　徳在　儀　　　油ふ主崎
　　　　　　　　　兵所　の　　　荷　人心
　　　　　　　　　衛の　姪　　持　　中
　　　　　　　　　　m　　　jUI　レ

油　松　播主重野間徳平　　た平の平平の平
屋　田　磨君助間野兵野　　野女野野伯野－
九　幸　ののの重重衛屋　　屋房屋屋父屋女
平　右　家姫下助助のの　　久　下醤ぶ久夫
次衛　中君人女　兄徳　　右　女油　右星
　門　松　　戸房　｀兵　　衛　お荷　衛浮

　の　田　　田お　播衛　　門　た持　門名
　奴　幸　　与高　磨　　　　の　ね長　。天
　時　右　五　　の　　　　姪　・蔵　徳神
　蔵　衛　兵　　家　　　　お　長　　兵｀-
　　　門　　衛　　　中　　　　　　き　　蔵　　　衛

油助片侍今長長　徳　平　　伯　の平平の平
屋　岡片出右右　兵　野　　父　女野野伯野
九　幸岡川衛衛　衛　屋　　の　房屋屋父屋－
平　右幸家門門　の　の　　内　下醤ふ久曽
次　衛右のの女兄徳　　儀　女油　右根
　門衛お家房　｀　兵　　の　お荷　衛崎

　の門姫来お　侍　衛　　姪　た持　門模
　家　様与絹　長　　　　お　ね長　。様　来　　　五　　右　　　　北　　・蔵　徳一

　土　　　　助　　　衛　　　　　　　　　長　　　兵　手　　　　　　　　　門　　　　　　　　　蔵　　　衛

【
表
３
】
　
お
は
っ
と
関
連
す
る
登
場
人
物

　　　天

　　　満　　　屋回

　　　の根
　　　お崎
　　　初心
　　　　　中

天おお天

満初初満－，
屋のの屋女

の弟兄の夫
小盲黒お星

春目星初浮
　左の　名
　傅傅　天

　　右　　神　　衛　　｀-

　　門

天　　お天
満　初満
屋　　の屋－，

の　兄の曽
小　三お根

春　　ぶ初崎
　　六　　模
　　　　　様

『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

　
　
に
渡
す
。
し
か
し
、
徳
兵
衛
は
九
平
次
に
偏
さ
れ
、
偽
物
の
掛
物
を
も
ら

　
　
う
。
質
物
の
掛
物
渡
唐
の
天
神
が
取
り
戻
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、

　
　
徳
兵
衛
は
三
拾
両
の
借
金
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。

　
③
　
徳
兵
衛
は
恨
み
を
晴
ら
そ
う
と
し
て
、
九
平
次
を
狙
う
が
、
却
っ
て
九

　
　
平
次
ら
三
人
に
打
た
れ
る
。

　
な
お
、
元
文
三
年
三
月
に
出
版
さ
れ
た
『
役
者
紋
楊
謝
』
で
の
、
『
女
夫
星

浮
名
天
神
』
の
生
玉
蓮
池
の
段
に
登
場
し
た
役
者
の
演
技
へ
の
評
判
は
左
記
の

通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
嵐
三
十
郎
　
　
　
　
　
岩
井
座

百
計
圃
付
」
是
も
御
当
地
は
な
れ
ぬ
名
代
の
金
貝
。
常
矢
八
十
三
四
五
本

宛
。
当
替
浮
名
天
神
に
。
徳
兵
へ
兄
間
野
重
内
の
役
。
父
重
之
右
衛
門
が

傍
輩
幸
右
衛
門
徳
兵
へ
に
金
揖
両
か
り
、
手
形
に
判
お
し
。
其
印
判
は
升

五
日
に
落
せ
し
を
ひ
ろ
ひ
取
リ
。
升
九
日
の
に
せ
手
形
と
逆
ね
だ
り
を
。

（
中
略
）

岩
井
半
四
郎

座
本

扉
川
願
旧
」
是
も
お
な
じ
み
。
八
十
そ
こ
ら
の
金
貝
。
白
（
み
せ
よ
り
続
い

て
の
束
穴
。
銀
主
の
お
悦
び
と
。
存
る
。
此
度
ひ
ら
の
や
徳
兵
へ
の
役
。

生
玉
に
て
浄
る
り
に
合
せ
て
。
お
は
つ
が
兄
。
黒
星
の
傅
右
衛
門
の
。
日

溺
て
戻
さ
ん
と
。

　
　
　
　
　
　
一

一

一

蓮
の
ま
ん
だ
ら
を
せ

が
ま
れ

請
て
一戻
さ
ん
と

幸
右
衛
門

に
金
子
を
せ

名
跡

へ
帰
省
し

主君

の
姫
君
大
坂

逗
留

の
見
物

生
玉

へ
迎
ひ

に
来
り



『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

一

一一

一

大
尽
い
は
く
此
度
お
は
つ
が
弟
。
盲
目
左
傅
と
成
。
兄
傅
右
衛
門
に
せ
つ

か
ん
に
あ
ひ
。
徳
兵
へ
が
な
ん
ぎ
を
。
き
の
ど
く
が
ら
る
Å
社
内
よ
し

（
『
役
者
紋
楊
謝
』
）
（
傍
線
引
用
礼
）

　
こ
こ
で
宝
暦
十
二
年
正
月
の
『
役
者
年
越
草
』
で
の
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』

に
関
す
る
記
録
及
び
元
文
三
年
三
月
の
『
役
者
紋
楊
謝
』
で
の
『
女
夫
星
浮
名

天
神
』
に
登
場
し
た
各
役
者
へ
の
評
判
、
浄
瑠
璃
『
曽
根
崎
模
様
』
の
生
玉
の

段
の
展
開
を
参
照
し
、
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
の
生
玉
蓮
池
の
段
の
展
開
を
推

定
す
る
。

　
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
の
生
玉
蓮
池
の
段

　
お
初
の
盲
目
の
弟
左
傅
が
日
蓮
の
曼
陀
羅
を
盗
み
出
し
、
お
初
に
や
る
。
お

初
は
そ
の
日
蓮
の
曼
陀
羅
を
徳
兵
衛
の
所
に
預
け
る
。
徳
兵
衛
は
伯
父
平
野
屋

久
右
衛
門
の
姪
お
き
た
と
の
縁
談
が
嫌
な
の
で
、
伯
父
が
お
き
た
の
家
に
渡
し

た
拵
料
三
十
両
を
返
す
た
め
、
友
人
油
屋
九
平
次
に
日
蓮
の
曼
陀
羅
を
預
け
、

金
三
十
両
を
借
り
る
。
と
こ
ろ
が
、
生
玉
で
お
初
の
兄
黒
星
の
傅
右
衛
門
と
出

二
十
九
日
の
手
形
が
偽
物
だ
と
言
っ
て
、
逆
ね
じ
を
す
る
。
仕
方
な
く
、
徳
兵

衛
は
ま
た
九
平
次
に
助
け
を
求
め
る
。
徳
兵
衛
の
難
儀
を
見
て
、
油
屋
九
平
次

は
質
物
の
日
蓮
の
曼
陀
羅
を
徳
兵
衛
に
返
し
、
お
金
の
代
わ
り
に
徳
兵
衛
に
金

が
め
ば
。
覚
な
き
と
逆
ね
だ
り
・
せ
ら
れ
。
証
拠
に
成
べ
き
筋
共
ち
が
ひ
な

ん
ぎ
す
る
を
。
九
平
次
男
づ
く
と
て
。
質
に
取
し
ま
ん
だ
ら
を
戻
す
を
悦

は
は
め
ら
れ
。
（
中
略
）

　
　
　
　
沢
村
宗
五
郎

岩
井
座

百
削
願
宗
浪
」
此
度
浮
名
天
神
に
。
お
初
が
兄
黒
星
の
傅
右
衛
門
と
成
。

日
蓮
の
正
筆
を
。
弟
盲
目
左
傅
盗
出
し
。
あ
ね
お
は
つ
に
や
り
し
と
聞
。

生
玉
に
て
徳

（
ヘ
は
つ
に
出

村
山
平
十
郎

口

　○

博
突
の
せ
り
ふ
お
か
し
。
（
中
略
）

岩
井
座

⑤
岬
卜
貼
匹
此
度
油
屋
九
平
次
と
成
。
河
伊

四
な
と
い
ふ
悪
者
と
連

立
山
寺
の
謡
の
出
徳
兵
へ
生
玉
に
て
な
ん
ぎ
を
見
。
頼
も
し
白
（
に
て
。
質

に
取
リ
し
ま
ん
だ
ら
を
取
リ
に
や
り
。
金
な
し
に
似
せ
物
を
も
ど
し
あ
ら

は
れ
し
を
。
逆
ね
だ
り
し
て
。
打
擲
せ
ら
る
言
所
に
く
し
。
（
中
略
）

中
村
富
十
郎

岩
井
座

蜃
萌
ｍ
¨
’
貼
げ
」
（
中
略
）
此
度
お
は
っ
と
成
。
生
玉
に
て

て
思
入
。
（
中
略
）

　
　
　
　
春
山
歌
五
郎

岩
井
座

る
り
に

せ
　
　
会
い
、
傅
右
衛
門
に
は
や
く
日
蓮
の
曼
陀
羅
を
返
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
の

　
　
　
で
、
徳
兵
衛
は
手
形
を
持
ち
、
幸
右
衛
門
に
前
貸
し
た
金
三
十
両
の
返
還
を
求

　
　
　
め
る
が
、
幸
右
衛
門
は
印
判
が
二
十
五
日
に
落
と
し
、
徳
兵
衛
が
持
っ
て
い
る

灰
賜
ヤ
対
比
此
度
平
野
や
久
右
衛
門
姪
お
き
た
と
成
。
徳
兵
衛
が
。
嫌

ふ

。
在
所
へ
行
し
を
。
（
中
略
）

　
　
岩
田
幾
松
　
　
　
　
　
岩
井
座

び

封

の
ま

受
取
帰

り

にせ
物

なり

と
大
勢

に
打

擲
せ
ら

れ

池
へ

卜

亡
）

よ

○

芝

ン

瓦

－

ヒ

砂

－

ｕ

ビ

９

士

つ
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○
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処
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気
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ン



証
文
を
書
い
て
も
ら
う
。
徳
兵
衛
は
封
の
ま
ま
日
蓮
の
曼
陀
羅
を
持
っ
て
帰
る
。

し
か
し
、
お
初
の
兄
傅
右
衛
門
に
、
九
平
次
か
ら
取
り
戻
し
た
日
蓮
の
曼
陀
羅

が
偽
物
だ
と
言
わ
れ
る
。
徳
兵
衛
は
九
平
次
に
会
い
に
行
き
、
偽
物
の
日
蓮
の

曼
陀
羅
を
く
れ
た
九
平
次
を
責
め
る
が
、
か
え
っ
て
九
平
次
ら
に
打
た
れ
、
蓮

池
へ
は
め
る
。

　
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
の
生
玉
蓮
池
の
段
の
徳
兵
衛
を
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻

一
の
小
西
三
十
郎
と
比
較
し
て
み
る
と
、
徳
兵
衛
と
九
平
次
は
友
人
で
あ
り
、

小
西
三
十
郎
と
山
本
勘
六
も
友
人
で
あ
る
。
そ
の
他
、
徳
兵
衛
も
小
西
三
十
郎

も
自
分
の
生
活
上
の
困
難
を
解
決
す
る
た
め
、
自
ら
友
人
に
助
け
を
求
め
る
。

そ
れ
に
、
徳
兵
衛
は
九
平
次
に
謳
さ
れ
、
日
蓮
の
曼
陀
羅
が
取
り
戻
さ
れ
な
か

っ
た
だ
け
で
な
く
ノ
ニ
十
両
の
借
金
ま
で
背
負
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
設
定
も

小
西
三
十
郎
が
山
本
勘
六
に
三
割
の
口
銭
を
取
ら
れ
、
商
売
の
利
益
が
な
い
だ

け
で
な
く
、
損
失
ま
で
出
て
く
る
と
い
う
設
定
と
類
似
し
て
い
る
。
最
後
、
二

人
と
も
友
人
へ
の
復
讐
を
果
そ
う
と
す
る
が
、
結
果
と
し
て
、
二
人
と
も
失
敗

し
、
却
っ
て
打
た
れ
る
。

さ
ら
に
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
エ

（
二
）
正
月
の
『
役
者
年
越
草
』
で
、
「
徳

兵
衛
は
元
ン
来
武
士
の
種
に
て
。
故
有
て
町
人
と
成
」
る
と
い
う
記
述
が
見
ら

れ
る
。
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
の
徳
兵
衛
が
武
士
の
後
裔
で
あ
る
と
い
う
設
定

も
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
が
小
西
摂
津
守
の
後
裔
で
あ
る
と

い
う
設
定
と
合
致
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
の
小
西
三
十
郎
が
山
本
勘
六
に
偏
さ
れ

る
内
容
に
関
し
て
、
高
田
衛
氏
は
『
上
田
秋
成
研
究
序
ぬ
』
で
、
こ
の
部
分
の

内
容
と
『
警
世
通
言
』
第
十
七
話
又
は
『
今
古
奇
観
』
第
二
十
二
話
の
「
鈍
秀

才
一
朝
交
泰
」
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
。

　
　
其
中
更
有
雨
個
人
奉
承
得
要
緊
（
中
略
）
一
個
叫
黄
勝
、
捧
琥
黄
病
鬼
、

　
　
一
個
叫
顧
祥
（
中
略
）
馬
徳
権
哀
戚
霊
綾
、
此
心
無
窮
、
却
被
有
司
逢
迎

　
　
上
意
、
逼
要
萬
雨
龍
銀
交
納
、
此
時
只
得
愛
責
家
産
（
中
略
）
又
有
古
董

　
　
書
籍
等
項
約
数
百
金
、
寄
輿
黄
勝
家
中
（
中
略
）
過
了
歳
診
、
馬
徳
栴
往

　
　
黄
勝
家
索
取
寄
頓
物
件
、
連
走
数
次
、
倶
不
相
接
、
結
末
遣
人
送
一
封
帖

　
　
京
、
馬
徳
権
折
開
看
時
、
没
有
書
束
、
止
封
帳
目
一
紙
、
内
開
某
月
某
日

某
事
、
用
銀
若
干
、
某
該
合
認
某
該
笑
認
、
如
此
非
一
次
、
「
隨
肘
盾
朧

書
籍
等
項
、
恬
計
抽
除
、
不
還
一
件

、
徳
栴
大
怒
、
営
了
来
人
之
面
将

帳
目
祉
倅
、
大
罵
一
培
、
這
歌
狗
滉
之
輩
、
「
阿
淋
他
見
」
、
従
此
親
事
亦

不
提
起

　
　
　
（
『
警
世
通
言
』
第
十
七
巻
「
鈍
秀
才
一
朝
交
泰
ビ
（
囲
み
線
引
用
柏
）

と
こ
ろ
が
、
「
鈍
秀
才
一
朝
交
剣
」
の
内
容
を
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後

半
部
分
の
小
西
三
十
郎
が
山
本
勘
六
に
偏
さ
れ
る
内
容
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、

馬
徳
称
と
黄
勝
が
友
人
で
あ
り
、
小
西
三
十
郎
と
山
本
勘
六
も
友
人
で
あ
る
。

馬
徳
称
は
小
西
三
十
郎
と
同
じ
、
自
分
の
生
活
上
の
困
難
を
解
決
す
る
た
め
、

友
人
に
助
け
を
求
め
る
が
、
友
人
に
謳
さ
れ
る
。
し
か
し
、
馬
徳
称
は
友
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

偏
さ
れ
、
失
っ
た
も
の
は
た
だ
友
人
に
預
け
た
金
品
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
損

失
が
な
い
。
そ
れ
は
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
が
山
本
勘
六
に
三

割
の
口
銭
を
取
ら
れ
、
商
売
の
利
益
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
損
失
ま
で
出
て
く

る
と
い
う
設
定
と
異
な
る
。
ま
た
、
友
人
に
謳
さ
れ
た
馬
徳
称
は
、
友
人
に
復

讐
す
る
つ
も
り
が
な
く
、
そ
の
後
友
人
と
会
わ
な
く
な
る
。
そ
れ
も
『
世
間

狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小
西
三
十
郎
の
復
讐
と
符
合
し
な
い
。

　
そ
の
他
、
小
西
三
十
郎
が
山
本
勘
六
へ
の
復
讐
に
関
し
て
、
高
田
衛
氏
は

『
上
田
秋
成
研
究
序
説
』
で
、
こ
れ
が
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
第
二
十
二
話
又
は

『
今
古
奇
観
』
第
四
十
話
の
「
逞
多
財
白
丁
横
帯
」
を
利
用
し
た
も
の
だ
と
し

て
い
る
。

守
他
出
来
時
、
営
街
叫
喊
、
州
牧
坐
在
輪
上
間
道
、
是
何
人
叫
喊
、
七

Ｒ
μ
自
尽

口
裡
高
聳
答
道
、
是
横
州
刺
史
郭
翰
、
州
牧
道
、
図
示
旧
言
宍
七
郎
道
、

原
有
告
身
、
被
大
風
瓢
舟
、
失
在
江
裡
了
、
州
牧
道
、

既
無
憑
櫨
、
知

　
　
腸
炎
淑
匪
暇
」
、
就
是
億
的
、
嗇
登
已
過
、
如
何
只
菅
在
此
纏
擾
、
必
是

　
　
光
梶
、
姑
饒
打
、
快
走

　
　
　
　
（
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
二
十
二
「
銭
多
處
白
丁
横
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
退
時
刺
史
営
梢
」
）

　
し
か
し
、
「
銭
多
處
白
丁
横
帯
　
運
退
時
刺
史
営
糾
」
で
、
七
郎
と
零
陵
州

の
知
事
と
は
見
知
ら
ぬ
仲
で
、
零
陵
州
の
知
事
が
再
び
七
郎
と
会
わ
な
い
理
由

は
、
七
郎
が
自
分
の
身
分
を
証
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

「
表
４
」
　
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
の
小
西
三
十
郎
の
人
物
造
形
と
諸
作
品
と

　
　
　
　
の
関
連
性

復　元　人　友求人が自武
讐　も　に　人めにあ分士
す　子　偏　がる助るにの
るレえぃ　　け　困後

　　ぃ　　る　る　を　難裔

　　　　　　　　　　　　仁

０００００００で詣

　　　　　　　　　　　　詰

　　　　　　　　　　　　ユ頁

○○○××△×清液
　　　　　　　　盲　　　右茫
　　　　　　　　。　　　　き

　　　　　　　　　　　　賜

○　×　○　○　×　×　×　兵崎
　　　　　　　　　　　　衛心　　　　　　　　　　　　－土

　　　　　　　　　　　　神安

○　○　○　○　○　○　○　
シル

　　　　　　　　　　　　衛名　　　　　　　　　　　　一天

　　　　　　　　　　　　泰扁

×　×　○　○　○　○　×　
ゑを

　　　　　　　　　　　　偲　　　　　　　　　　　　称塑　　　　　　　　　　　　こﾌ父

（
＊
）
　
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
で
、
も
と
も
と
清
七
の
生
活
上
何
の
困
難
も
な
い
が
、
自
分
と

　
　
関
係
な
い
田
舎
武
士
の
こ
と
で
、
清
七
が
自
分
の
面
目
を
立
て
る
た
め
弥
市
と
争
い
、

　
　
金
五
十
両
が
必
要
に
な
る
。

よ
う
に
、
七
郎
と
零
陵
州
の
知
事
と
の
関
係
は
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
小

酉
二
十
郎
と
山
本
勘
六
と
の
関
係
と
何
の
類
似
性
も
持
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
上
述
し
た
内
容
を
ま
と
め
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
の
小
西
三

十
郎
の
人
物
造
形
と
諸
作
品
と
の
関
連
性
を
整
理
す
る
。

　
表
４
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
、
『
曽
根
崎
心
中
』
、
「
鈍
秀
才
一

朝
交
泰
」
よ
り
、
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
の
徳
兵
衛
が
九
平
次
に
馴
さ
れ
、
九

平
次
を
責
め
る
場
面
は
、
物
語
の
展
開
及
び
人
物
の
設
定
に
お
い
て
、
『
世
間



狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
の
小
西
三
十
郎
が
山
本
勘
乙

る
場
面
と
最
も
類
似
し
て
い
る
。

（
に
偏
さ
れ
、
復
讐
す
　
　
兵
衛
」
と
い
う
設
定
が
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
の
出
典
で
あ
る

　
こ
こ
で
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
前
半
部
分
の
最
後
の
小
西
三
十
郎
が
役
者

の
物
真
似
を
し
な
が
ら
、
得
意
先
を
ま
わ
る
場
面
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
部

『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
先
の
考
察
で
わ
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
で
、
小
西
三
十
郎
の
復
讐

の
最
後
の
場
面
に
出
て
く
る
「
晋
の
慄
譲
」
に
関
し
て
、
森
山
重
雄
氏
は
『
上

分
で
、
「
吉
右
衛
門
」
の
名
前
が
出
て
く
る
。
『
世
間
狙
』
の
開
板
願
書
が
出
さ
　
　
田
秋
成
初
期
浮
世
草
子
評
釈
』
で
、
「
中
国
の
戦
国
時
代
の
人
。
主
人
智
伯
の

れ
た
明
和
元
年
十
一
月
に
近
い
、
宝
暦
十
三
年
正
月
の
『
役
者
籤
筥
』
で
も
、

宝
暦
十
三
年
三
月
の
『
役
者
吉
野
山
』
で
も
、
極
上
上
吉
の
立
役
と
し
て
中
村

吉
右
衛
門
の
獅
子
吼
が
好
評
を
博
し
た
。
そ
れ
に
、
宝
暦
十
四
年
正
月
の
『
役

者
初
庚
申
』
で
、
中
村
吉
右
衛
門
が
演
じ
た
熊
谷
の
次
郎
も
好
評
だ
っ
た
。
宝

暦
十
四
年
三
月
の
『
役
者
今
川
状
』
で
、
中
村
吉
右
衛
門
が
演
じ
た
『
極
彩
色

娘
扇
』
の
志
村
は
い
と
が
好
評
で
、
吉
右
衛
門
が
「
正
真
の
め
い
じ
ん
」
で
あ

る
と
評
判
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
森
山
重
雄
氏
も
『
上
田
秋
成
初
期
浮
世
草
子
評

釈
』
で
、
中
村
吉
右
衛
門
が
武
道
事
が
得
意
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
小
西

三
十
郎
の
武
芸
好
み
が
、
中
村
吉
右
衛
門
の
名
人
芸
「
武
道
事
」
と
共
通
し
て

い
る
。
ま
た
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
前
半
部
分
で
、
小
西
三
十
郎
の
造
形

に
影
響
を
与
え
て
い
る
『
本
朝
三
国
志
』
の
小
西
弥
十
郎
も
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』

の
団
七
も
腕
立
自
慢
で
あ
る
。
故
に
、
こ
こ
の
小
西
三
十
郎
が
中
村
吉
右
衛
門

の
ま
ね
を
す
る
部
分
は
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
前
半
部
分
の
内
容
と
繋
が

っ
て
い
る
。

　
一
方
、
小
西
三
十
郎
加
役
者
の
物
真
似
を
す
る
部
分
の
「
富
十
郎
が
お
初
徳

　
　
　
　
　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

仇
を
復
せ
ん
と
し
て
仇
の
襄
子
に
捕
え
ら
れ
、
そ
の
衣
を
乞
い
て
、
そ
れ
を
刺

し
、
自
刃
す
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
『
史
記
』
巻
八
十
六
、
刺
客
列

傅
第
二
十
六
に
も
「
襄
子
大
義
之
、
乃
使
使
持
衣
輿
橡
譲
、
慄
譲
抜
剣
三
躍
而

撃
之
、
曰
吾
可
以
下
報
智
伯
矣
、
遂
伏
剣
自
殺
」
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。

　
『
史
記
』
で
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
慄
譲
は
主
人
智
伯
の
仇
を
復
そ
う
と
し
て
、

襄
子
か
ら
も
ら
っ
た
衣
服
を
剣
で
刺
し
て
か
ら
、
自
殺
し
た
。
慄
譲
が
剣
で
襄

子
の
衣
服
を
刺
す
の
と
は
異
な
り
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
で
、

小
西
三
十
郎
は
山
本
勘
六
の
着
替
え
を
引
き
裂
く
の
で
あ
る
。

こ
は
狼
籍
者
と
取
ま
く
家
来
を
さ
ん
ぐ
に
打
ち
ら
せ
ば
。
残
り
し
は
乗

物
と
著
替
ぽ
か
り
・
。
智
伯
に
あ
ら
ぬ
琥
珀
の
羽
織
せ
め
て
は
是
を
と

ず
ん
く
に
引
さ
き
し

は
晋
の
慄
譲
が
思
ひ
入
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
口

　
衣
服
を
引
き
裂
く
場
面
は
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
八
段
目
で
も
見
ら
れ
る
。

『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
三
段
目
に
、
一
寸
徳
兵
衛
と
団
七
が
友
情
を
象
徴
す
る
片

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
　
　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

袖
を
交
わ
す
場
面
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
八
段
目
で
、
団
七

は
、
一
寸
徳
兵
衛
が
自
分
か
ら
妻
を
奪
お
う
と
し
て
い
る
と
誤
解
し
、
二
人
の

友
情
を
象
徴
す
る
一
寸
徳
兵
衛
か
ら
も
ら
っ
た
片
袖
を
取
り
出
し
、
引
き
裂
く

場
面
が
見
ら
れ
る
。

九
郎
兵
衛
は
挟
よ
り
。
取
交
し
た
る
片
袖
出
し

ず
ん
ぐ
に
引
裂
け
ば
」
。

徳
兵
衛
も
持
合
せ
倶
に
引
裂
き
コ
茨
に
投
付
。
互
の
固
を
破
た
か
ら
は
心

　
　
は
残
ら
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
八
段
目
）

　
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
八
段
目
で
、
団
七
が
一
寸
徳
兵
衛
か
ら
も
ら
っ
た
片
袖

を
引
き
裂
く
こ
と
は
、
二
人
の
友
情
の
徹
底
的
破
壊
を
意
味
し
て
い
る
。
『
世

間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
に
も
こ
の
趣
向
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
「
片
袖
」

の
代
わ
り
に
山
本
勘
六
の
着
替
え
が
小
西
三
十
郎
に
引
き
裂
か
れ
、
小
西
三
十

郎
の
こ
の
行
動
も
、
山
本
勘
六
と
の
友
情
の
徹
底
的
破
壊
を
暗
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
検
討
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
前
半
部
分
の

最
後
に
あ
る
、
小
西
三
十
郎
が
役
者
の
物
ま
ね
を
す
る
場
面
で
見
ら
れ
る
「
吉

右
衛
門
の
物
ま
ね
」
は
、
前
半
部
分
の
小
西
三
十
郎
の
武
芸
好
み
だ
け
で
な
く
、

前
半
部
分
の
典
拠
で
あ
る
浄
瑠
璃
『
本
朝
三
国
志
』
の
小
西
弥
十
郎
、
『
夏
祭

浪
花
鑑
』
の
団
七
の
武
勇
と
も
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
「
富
十
郎
が
お
初

徳
兵
衛
」
と
い
う
設
定
は
、
歌
舞
伎
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
を
指
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
の
小
西
三
十
郎
が
山
本
勘
六
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

偏
さ
れ
、
復
讐
し
よ
う
と
す
る
展
開
は
、
歌
舞
伎
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
に
お

け
る
徳
兵
衛
が
九
平
次
に
馴
さ
れ
、
九
平
次
を
責
め
る
設
定
と
類
似
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
小
西
三
十
郎
の
復
讐
場
面
で
見
ら
れ
る
小
西
三
十
郎
が
山
本
勘
六
の

「
着
替
え
を
ず
ん
ず
ん
に
引
き
裂
く
」
と
い
う
場
面
は
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
八

段
目
か
ら
の
趣
向
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
「
富
十
郎
が
お
初
徳
兵
衛
」
、
「
着

替
え
を
ず
ん
ず
ん
に
引
き
裂
く
」
と
い
う
設
定
は
、
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
の

典
拠
で
あ
る
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
を
示
唆
し
て
い
る
と
言

ま
と
め

　
以
上
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
人
物
造
形
と
演
劇
作
品
と
の
関
連
性
を
指

摘
し
た
先
行
研
究
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
小
西
三
十
郎
が
後
悔
を
覚
え
、
山

本
勘
六
を
訪
ね
る
た
め
に
西
国
へ
行
く
と
い
う
こ
と
を
境
に
、
『
世
間
狙
』
　
一

之
巻
一
の
内
容
を
前
半
部
分
と
後
半
部
分
に
分
け
、
物
語
の
展
開
を
中
心
に
、

小
西
三
十
郎
の
人
物
造
形
と
演
劇
作
品
と
の
関
連
性
を
究
明
す
る
こ
と
を
意
図

し
て
論
を
進
め
て
き
た
。

　
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
前
半
部
分
で
は
、
小
西
三
十
郎
と
『
本
朝
三
国
志
』

の
小
西
弥
十
郎
が
、
腕
立
て
自
慢
の
他
、
友
人
の
存
在
に
お
い
て
も
、
友
人
の

意
見
に
対
す
る
態
度
の
変
化
に
お
い
て
も
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
小
西
三
十



郎
が
戎
嶋
へ
釣
り
・
に
行
っ
て
、
大
名
が
召
抱
え
に
来
る
こ
と
を
待
つ
と
い
う
設

定
は
、
太
公
望
の
故
事
だ
け
で
な
く
、
『
本
朝
三
国
志
』
の
小
西
弥
十
郎
が
小

磯
の
い
る
揚
屋
で
大
名
加
藤
正
清
に
召
抱
え
ら
れ
る
場
面
と
も
関
連
し
て
い
る
。

　
一
方
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
後
半
部
分
で
は
、
小
西
三
十
郎
が
山
本
勘

六
に
偏
さ
れ
る
場
面
は
、
歌
舞
伎
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
の
生
玉
蓮
池
の
段
の

徳
兵
衛
が
九
平
次
に
偏
さ
れ
、
九
平
次
を
責
め
る
展
開
と
類
似
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
小
西
三
十
郎
が
乗
物
に
残
さ
れ
た
山
本
勘
六
の
着
替
を
引
き
裂
く
場
面

は
、
慄
譲
の
故
事
だ
け
で
な
く
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
の
八
段
目
の
団
七
が
一
寸

徳
兵
衛
と
の
友
情
を
象
徴
す
る
片
袖
を
取
り
出
し
、
引
き
裂
く
場
面
を
意
識
し

て
い
る
。

　
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
を
全
体
的
に
見
て
み
れ
ば
、
「
戎
嶋
」
、
「
大
名
に
召
抱

え
ら
れ
る
」
、
「
堺
を
立
退
て
、
大
坂
の
乳
母
が
方
へ
た
よ
り
、
（
中
略
）
小
間

物
の
か
だ
け
責
」
、
「
吉
右
衛
門
の
物
ま
ね
」
、
「
富
十
郎
が
お
初
徳
兵
衛
」
、
「
着

替
え
を
ず
ん
ず
ん
に
引
き
裂
く
」
と
い
う
設
定
は
、
小
西
三
十
郎
の
人
物
造
形

に
関
わ
る
『
本
朝
三
国
志
』
、
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
、
『
女
夫
星
浮
名
天
神
』
と
い
う

三
つ
の
演
劇
作
品
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
演
劇
作
品
の
物
語

の
展
開
は
、
『
世
間
狙
』
　
▽
こ
巻
一
の
物
語
の
展
開
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。

『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

注①
　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
（
『
上
田
秋
成
全
集
　
第
七
巻
』
、
平
成
二
年
八
月
二
十
五
日
、

　
中
央
公
論
社
）
。

②
　
今
ま
で
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
　
▽
Ｚ
巻
▽
に
関
す
る
先
行
研
究
は
左
記
の
通
り
で

　
あ
る
。

　
　
浅
野
晃
「
秋
成
と
西
鶴
」
（
『
文
芸
研
究
』
第
三
十
三
集
、
昭
和
三
十
四
年
十
一
月

　
二
十
日
）
。

　
　
高
田
衛
『
上
田
秋
成
研
究
序
説
』
（
昭
和
四
十
三
年
六
月
、
寧
楽
書
房
）
。

　
　
森
山
重
雄
『
上
田
秋
成
初
期
浮
世
草
子
評
釈
』
（
昭
和
五
十
二
年
四
月
三
十
日
、

　
国
書
刊
行
会
）
。

　
　
森
山
重
雄
「
『
上
田
秋
成
初
期
浮
世
草
子
評
釈
』
補
遺
」
（
『
人
文
学
報
』
第
一
三

　
三
号
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
）
。

　
　
堤
邦
彦
「
諸
道
聴
耳
世
間
猿
の
構
造
　
　
世
間
と
伝
承
　
　
」
（
『
國
語
と
國
文

　
學
』
第
六
百
七
十
二
号
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
）
。

　
　
日
野
龍
夫
「
秋
成
と
時
代
物
浄
瑠
璃
」
（
『
文
学
』
第
五
十
巻
第
十
号
、
昭
和
五
十

　
七
年
十
月
十
日
、
岩
波
書
店
）
。

　
　
神
楽
岡
幼
子
「
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
の
挿
絵
」
（
『
国
文
学
』
第
七
十
号
、
平
成

　
五
年
十
二
月
、
関
西
大
学
国
文
学
会
）
。

③
　
神
楽
岡
幼
子
「
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
の
挿
絵
」
（
『
国
文
学
』
第
七
十
号
、
平
成

　
五
年
十
二
月
、
関
西
大
学
国
文
学
会
）
。

①
　
浅
野
晃
「
秋
成
と
西
鶴
」
（
『
文
芸
研
究
』
第
三
十
三
集
、
昭
和
三
十
四
年
十
一
月

　
二
十
日
）
。

　
　
森
山
重
雄
「
『
上
田
秋
成
初
期
浮
世
草
子
評
釈
』
補
遺
」
（
『
人
文
学
報
』
第
一
三

　
三
号
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
）
。

　
　
日
野
龍
夫
「
秋
成
と
時
代
物
浄
瑠
璃
」
（
『
文
学
』
第
五
十
巻
第
十
号
、
昭
和
五
十

　
七
年
十
月
十
日
、
岩
波
書
店
）
。

二
七



『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
に
お
け
る
演
劇
作
品
の
利
用
に
つ
い
て

⑤
　
『
上
田
秋
成
全
集
　
第
七
巻
』
（
平
成
二
年
八
月
二
十
五
日
、
中
央
公
論
社
）
。

⑥
　
高
田
衛
『
秋
成
年
譜
考
説
』
（
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
、
明
善
堂
書
店
）
。

⑦
　
『
本
朝
三
国
志
』
（
『
近
松
全
集
　
第
一
一
巻
』
、
平
成
元
年
八
月
二
十
五
日
、
岩
波

　
書
店
）
。
底
本
（
版
元
大
坂
山
本
九
兵
衛
・
九
右
衛
門
、
東
洋
文
庫
所
蔵
本
）
。

⑧
　
『
諸
道
聴
耳
世
間
狙
』
（
『
上
田
秋
成
全
集
　
第
七
巻
』
、
平
成
二
年
八
月
二
十
五
日
、

　
中
央
公
論
社
）
に
よ
る
。
た
だ
し
本
文
引
用
に
際
し
て
、
本
文
中
の
ル
ビ
を
省
略
し

　
た
。
以
下
の
引
用
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。

⑨
　
森
山
重
雄
『
上
田
秋
成
初
期
浮
世
草
子
評
釈
』
（
昭
和
五
十
二
年
四
月
三
十
日
、

　
国
書
刊
行
会
）
。

⑩
　
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
5
1
『
浄
瑠
璃
集
　
上
』
、
昭
和
三
十
五
年

　
六
月
六
日
、
岩
波
書
店
）
。
底
本
（
延
享
二
年
七
月
十
六
日
、
版
元
京
都
正
本
屋
山

　
本
九
兵
衛
・
大
坂
山
本
九
右
衛
門
）
。

⑥
　
『
夏
祭
浪
花
鑑
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
5
1
『
浄
瑠
璃
集
　
上
』
、
昭
和
三
十
五
年

　
六
月
六
日
、
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
底
本
（
延
享
二
年
七
月
十
六
日
、
版
元
京
都
正

　
本
屋
山
本
九
兵
衛
・
大
坂
山
本
九
右
衛
門
）
。
た
だ
し
本
文
引
用
に
際
し
て
、
本
文

　
中
の
ル
ビ
を
省
略
し
た
。

⑩
　
『
曽
根
崎
心
中
』
（
『
近
松
全
集
　
第
四
巻
』
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
日
、
岩
波

　
書
店
）
。
底
本
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
）
。

⑩
　
土
田
衛
「
『
曽
根
崎
初
夢
曽
我
』
そ
の
他
　
　
曽
根
崎
心
中
劇
史

元
禄
歌
舞
伎
　
　
様
式
と
展
開

」
（
『
考
証

』
、
平
成
八
年
六
月
二
十
八
日
、
八
木
書
店
）
。

⑩
　
『
曽
根
崎
模
様
』
（
「
翻
刻
『
曽
根
崎
模
様
』
（
上
）
」
、
『
同
志
社
国
文
学
』
第
四
十

　
二
号
、
平
成
七
年
三
月
二
十
日
、
同
志
社
大
学
国
文
学
会
及
び
「
翻
刻
『
曽
根
崎
模

　
様
』
（
下
）
」
、
『
同
志
社
国
文
学
』
第
四
十
三
号
、
平
成
八
年
一
月
三
十
日
、
同
志
社

　
大
学
国
文
学
会
）
。
底
本
（
版
元
鱗
形
屋
孫
兵
衛
・
西
滓
九
左
衛
門
、
京
都
大
学
附

　
属
図
書
館
所
蔵
本
）
。

⑤
　
以
下
、
傍
線
は
全
て
引
用
者
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

⑩
　
高
田
衛
『
上
田
秋
成
研
究
序
説
』
（
昭
和
四
十
三
年
六
月
、
寧
楽
書
房
）
。

⑤
　
以
下
、
囲
み
線
は
全
て
引
用
者
に
よ
る
。

⑩
　
『
警
世
通
言
』
第
十
七
巻
「
鈍
秀
才
一
朝
交
泰
」
『
Ξ
一
言
二
拍
２
　
警
世
通
言
』

　
第
二
巻
、
昭
和
六
十
年
八
月
二
十
日
、
ゆ
ま
に
書
房
）
に
よ
る
。
底
本
（
天
啓
甲
子

　
〔
寛
永
元
年
〕
、
金
陵
兼
善
堂
、
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
）
。

⑩
　
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
二
十
二
「
銭
多
處
白
丁
横
帯
　
運
退
時
刺
史
営
梢
」
（
『
三

　
言
二
拍
５
　
初
刻
拍
案
驚
奇
』
第
二
巻
、
昭
和
六
十
一
年
九
月
二
十
五
日
、
ゆ
ま
に

　
書
房
）
に
よ
る
。
底
本
（
崇
禎
戊
辰
〔
寛
永
五
年
〕
、
金
閣
安
少
雲
、
日
光
山
輪
王

　
寺
慈
眼
堂
所
蔵
本
）
。

〔
付
記
〕

　
本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
度
秋
季
同
志
社
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
二
〇
〇
九
年

　
十
一
月
十
五
日
、
於
同
志
社
大
学
弘
風
館
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で

　
あ
る
。
会
場
内
外
で
貴
重
な
御
指
導
や
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
方
々
に
、
改
め
て
心

　
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。




